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ま えがき

近年、代数系の理論と形式言語・計算機科学との様々な係わり合いが注目さ
れてきている。 アルゴリズムや計算機理論の立場から代数系の構造を取り扱う
研究が活発化し、 計算代数と呼ばれる新しい分野が生み出されている。 そして

この分野は数式処理等への応用が期待されている。 -x、計算モデルとの関連
から形式言語理論の基礎研究がなされてきたが、最近その代数的取り扱いが注
目されている。

そこで、言語理論、計算理論の代数的研究において最も関係の深い代数系の
一つである半群やオートマトン理論及びシステムの構成理論等及びその周辺の
の研究者を集め、最新の成果を持ち寄り, この方面の研究の一層の発展を目的

として研究集会「代数的半群, 形式言語及び計算理論」 を開催した.

この講究録は、2001 年 2 月 19 日から 2 月 21 日までの 3 日間数理解析研究所
に於いて行われた上記の研究集会の報告集である. 講演件数 28 件のうも, 27
件を収録した. 講究録では講演の順番に従いまとめた. また, Calfornia 大学
Davis 校の田村孝行先生は論文による参加で, 当日先生の原稿を庄司邦孝氏が代

読した.
今回の研究集会は期間の割に講演数が多く , かなり過密なプログラムになっ

たが, 期間中は活発な議論と質疑応答が展開され、有意義な研究集会となった.
最後に, このような研究集会の機会を与えていただいた数理解析研究所に感

謝申し上げます.

2001 午 6 月
今岡輝男

(島根大学総合理工学部)
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